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特集　 すべてわかる　足・足関節外科で用いられる
　　　　最新デバイスカタログ

　最近の足の外科領域における手術機器の開発ならびに海外からの新しいデバイスの
導入の速度は，ほんの5年前では考えられなかったほど速くなっている。次々と洪水の
ごとく新しいデバイスが入ってきており，その背景には足の外科に興味をもつ先生の
数が増えていることが影響していると推察される。おかげさまで日本足の外科学会の
会員数は1,700名を超え，なお増加傾向を示している。
　超高齢社会を迎え，足の愁訴を訴える方も多く，一昔前であれば手術を希望しなかっ
たような足・足関節疾患でも，最近は積極的に手術をして痛みを取りたいと訴える方
も増えている。さらに関節鏡の進歩などにより，手術手技がより低侵襲化し，それに
伴うデバイスも開発されている。また，新しいデバイスの登場により，斬新な術式も次々
と開発されている。この辺で一度現状を総括したく，わが国で利用できる足の外科領
域のデバイスのカタログのようなものができれば，状況に応じてその器具の利点・欠
点が判断でき，手術を行う際に役に立つと考え，本特集を組ませていただいた。
　本特集では，足の外科のなかでも積極的にこれらのデバイスを駆使して治療に当た
られている先生に執筆いただいた。それぞれ普段よく使われている機器があると思う
が，今回はあえてさまざまな種類を並列して詳解していただくようにお願いした。
　まず髄内釘に関しては，距腿・距踵関節固定術に用いるものと，ハンマー趾に用い
られるものを記載いただいた。また低侵襲手術や関節鏡手術で用いられる腱・靱帯固
定用のデバイスやスーチャーアンカーの使用法を解説いただき，さらに骨折や足の慢
性疾患に用いられる固定用プレートについて種類別にそれぞれの特徴ならびに利点，
欠点について詳しく述べていただいた。続いてadjustable� loop� button，リング型創外
固定器，ならびに人工距骨にまで言及し，わが国で用いられている足の外科領域の手
術機器が網羅できたのではないかと考えている。
　本特集を組むに当たっては，機器メーカーの皆様方には多くの貴重な写真や資料を
ご提供いただき，この場をお借りして御礼申し上げる。本特集が足の外科のよりよい
治療に結びつくことを祈念している。
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